
条

例 

 

埼
玉
県
民
の
消
費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に

交
付
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
民
の
消
費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
民
の
消
費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
条
例
（
平
成
八
年
埼
玉
県
条
例
第
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
五
章 

消
費
生
活
支
援 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
六
章 

雑
則
（
第
三
十 

セ
ン
タ
ー
（
第
二
十
九
条
―
第
三
十
五
条
） 

六
条
―
第
四
十
一
条
） 

 
 

 
 

 
 

 

」 

 

第
三
十
四
条
を
第
四
十
一
条
と
し
、
第
三
十
三
条
を
第
四
十
条
と
す
る
。 

 

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を

第
三
十
九
条
と
し
、
第
二
十
九
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
を
七
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。 

 

第
五
章
を
第
六
章
と
し
、
第
四
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

 
 

 

第
五
章 

消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

（
名
称
及
び
位
置
等
の
公
示
） 

第
二
十
九
条 

知
事
は
、
消
費
者
安
全
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
機
関
と
し
て
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ

ー
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
示
す
る
も
の
と

す
る
。
当
該
事
項
を
変
更
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。 

 

一 

セ
ン
タ
ー
の
名
称
及
び
位
置 

 

二 

法
第
八
条
第
一
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
日
及
び
時
間 

 

（
事
務
） 

第
三
十
条 

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
法
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、
消
費
者

教
育
、
市
町
村
の
消
費
者
行
政
及
び
消
費
者
団
体
の
活
動
の
支
援
、
関
係
者
相
互
間
の
連
携
促

進
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
職
員
の
配
置
） 

第
三
十
一
条 

セ
ン
タ
ー
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
事
務
を
掌
理
す
る
セ
ン
タ
ー
の
長
及
び
セ
ン
タ
ー

の
事
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
職
員
を
置
く
も
の
と
す
る
。 

 

（
試
験
に
合
格
し
た
消
費
生
活
相
談
員
の
配
置
） 

第
三
十
二
条 

セ
ン
タ
ー
に
は
、
法
第
十
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
消
費
生
活
相
談
員
資
格
試

目
次
中
「
第
五
章 

雑
則
（
第
二
十
九
条
―
第
三
十
四
条
）
」
を 

に
改
め
る
。 



験
に
合
格
し
た
者
（
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平

成
二
十
六
年
法
律
第
七
十
一
号
）
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
合
格
し
た
者
と
み
な
さ
れ
た
者

を
含
む
。
）
を
消
費
生
活
相
談
員
と
し
て
置
く
も
の
と
す
る
。 

 

（
消
費
生
活
相
談
員
の
人
材
及
び
処
遇
の
確
保
） 

第
三
十
三
条 
知
事
は
、
消
費
生
活
相
談
員
が
実
務
の
経
験
を
通
じ
て
専
門
的
な
知
識
及
び
技
術

を
体
得
し
て
い
る
こ
と
に
十
分
配
慮
し
、
任
期
ご
と
に
そ
の
能
力
の
客
観
的
な
実
証
を
行
っ
た

結
果
と
し
て
同
一
の
者
を
再
度
任
用
す
る
こ
と
を
排
除
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
消
費
生
活
相
談

員
の
専
門
性
に
鑑
み
適
切
な
人
材
及
び
処
遇
の
確
保
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
職
員
に
対
す
る
研
修
） 

第
三
十
四
条 

知
事
は
、
セ
ン
タ
ー
の
事
務
に
従
事
す
る
職
員
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た

め
の
研
修
の
機
会
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
情
報
の
安
全
管
理
） 

第
三
十
五
条 

知
事
は
、
セ
ン
タ
ー
の
事
務
の
実
施
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
の
漏
え
い
、
滅
失
又

は
毀
損
の
防
止
そ
の
他
の
当
該
情
報
の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 


